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とおりである。同表の値は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故の際に

実施された防護措置の状況や教訓を踏まえて、実効的な防護措置を実施する判断

基準として適当か否かなどという観点から当面運用できるものとして設定した

ものである。

〔＊５〕 しきい値

一般的に、ある値以上で影響が現れ、それ以下では影響がない境界の値をしき

い値という。放射線影響の分野では、皮膚の紅斑、脱毛、不妊など、放射線の確

率的影響が現れる最小値。

※〔＊１〕、〔＊３〕、〔＊５〕の説明は、公益在団法人 原子力安全技術センター発行の

「原子力防災基礎用語集（２０１２）」から引用

※〔＊２〕、〔＊４〕の説明は、原子力災害対策指針（平成 25 年 9 月 5 日）から引用
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◎原子力災害対策を重点的に実施すべき地域（ＵＰＺ）境界付近拡大図

※同心円半径３０ｋｍライン及びＵＰＺライン
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第７節 原子力災害対策を重点的に実施すべき区域の区分等に応じた防護措置の準備及

び実施

１ 原子力施設等の状態に応じた防護措置の準備及び実施

ＰＡＺにおいては、原子力施設において異常事態が発生した場合には、急速に進展す

る事故においても放射線被ばくによる確定的影響等を回避するため、放射性物質の環境

への放出前の段階から、原子力施設等の状態が原子力災害対策指針等に基づく以下の区

分のどれに該当するかを判断し、該当する区分に応じて避難等の予防的な防護措置を準

備し、実施することとする。

なお、事態の規模、時間的な推移に応じて、国の指示によってＰＡＺの範囲外におい

ても段階的に避難措置等の予防的な防護措置を実施することがある。

（１）緊急事態区分

・ 情報収集事態（島根県松江市で震度５弱又は震度５強の地震が発生した場合（島

根県松江市の震度が発表されない場合は、近傍の自治体の震度を用いる）。

その他原子力施設の運転に影響を及ぼすおそれがある情報が通報された場合。

・ 警戒事態

ＥＡＬ（ＡＬ）：Emergency Action Level (Alert)
警戒事態は、その時点では公衆への放射線による影響やそのおそれが緊急のもの

ではないが、原子力施設における異常事象の発生又はそのおそれがあるため、情報

収集や、緊急時モニタリング（放射性物質若しくは放射線の異常な放出又はそのお

それがある場合に実施する環境放射線モニタリングをいう。以下同じ。）の準備、早

期に実施が必要な要配慮者（高齢者、障がい者、外国人、乳幼児、妊産婦、傷病者、

入院患者等をいう。以下同じ。）の避難等の防護措置の準備を開始する必要がある段

階である。

この段階では、原子力事業者は、警戒事態に該当する事象の発生及び施設の状況

について直ちに国に通報しなければならない。国は、原子力事業者の情報を基に警

戒事態の発生の確認を行い、遅滞なく、地方公共団体、公衆等に対する情報提供を

行わなければならない。国及び地方公共団体は、ＰＡＺ内において、実施に比較的

時間を要する防護措置の準備に着手しなければならない。

・ 施設敷地緊急事態

ＥＡＬ（ＳＥ）：Emergency Action Level (Site area Emergency)
施設敷地緊急事態は、原子力施設において公衆に放射線による影響をもたらす可

能性のある事象が生じたため、原子力施設周辺において緊急時に備えた避難等の主

な防護措置の準備を開始する必要がある段階である。

この段階では、原子力事業者は、施設敷地緊急事態に該当する事象の発生及び施

設の状況について直ちに国及び地方公共団体に通報しなければならない。国は、施

設敷地緊急事態の発生の確認を行い、遅滞なく、地方公共団体、公衆等に対する情

報提供を行わなければならない。国、地方公共団体及び原子力事業者は、緊急時モ
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ニタリングの実施等により事態の進展を把握するため情報収集の強化を行うとと

もに、主にＰＡＺ内において、基本的にすべての住民等を対象とした避難等の予防

的防護措置を準備しなければならない。

・ 全面緊急事態

ＥＡＬ（ＧＥ）：Emergency Action Level (General Emergency)
全面緊急事態は、原子力施設において公衆に放射線による影響をもたらす可能性

が高い事象が生じたため、確定的影響を回避し、確率的影響のリスクを低減する観

点から、迅速な防護措置を実施する必要がある段階である。

この段階では、原子力事業者は、全面緊急事態に該当する事象の発生及び施設の

状況について直ちに国及び地方公共団体に通報しなければならない。国は、全面緊

急事態の発生の確認を行い、遅滞なく、地方公共団体、公衆等に対する情報提供を

行わなければならない。国及び地方公共団体は、ＰＡＺ内において、基本的にすべ

ての住民等を対象に避難や安定ヨウ素剤の服用等の予防的防護措置を講じなければ

ならない。また、事態の規模、時間的な推移に応じて、ＵＰＺ内においても、ＰＡ

Ｚ内と同様、避難等の予防的防護措置を講じる必要がある。

また、ＵＰＺにおいては、全面緊急事態となった際には予防的な防護措置（屋内

退避）を原則実施するものとする。（１号機については、冷却告示に伴い、原子力

災害対策重点区域の範囲が原子力施設からおおむね半径５ｋｍを目安として設定

されていることから、ＵＰＺ外として対応する。）

なお、ＵＰＺ外においても、事態の進展等に応じ、ＵＰＺと同様に必要な防護措

置を実施する。

２ 放射性物質が環境に放出された場合の防護措置の実施

放射性物質が環境へ放出された場合、ＵＰＺを中心とした緊急時モニタリングによる

測定結果を、防護措置の実施を判断する基準である運用上の介入レベル（ＯＩＬ：

Operational Intervention Level）と照らし合わせ、必要な防護措置を実施することとす

る。

第８節 防災関係機関の事務又は業務の大綱

原子力防災に関し、市、県、指定地方行政機関、指定公共機関、指定地方公共機関、公共

的団体等の防災関係機関が処理すべき事務又は業務の大綱は、米子市地域防災計画（共通

編）第１章第６節に定める「関係機関の処理すべき事務又は業務の大綱及び市民・事業所

の取るべき措置」を基本に次のとおりとする。
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１ 米子市

２ 消防機関

機関名 連絡窓口 処理すべき事務又は業務の大綱
米子市 防災安全課

環境政策課
健康対策課
福祉政策課

１ 原子力防災に係る広報及び教育・訓練に関すること。
２ 通信連絡網の整備に関すること。
３ 環境放射線モニタリング設備、機器の整備に関すること。
４ 米子市災害対策本部の設置に関すること。
５ 災害状況、避難指示の把握及び伝達等に関すること。
６ 住民の避難、立入制限、救出等に関すること。
７ 要配慮者の支援に関すること。
８ 避難者受入の協議に関すること。
９ 緊急時モニタリングの支援に関すること。
10 安否情報に関すること。
11 避難先地域が行う広域避難所の運営支援に関すること。
12 避難者への行政サービスの提供に関すること。
13 鳥取県が行う緊急被ばく医療活動への協力に関すること。
14 汚染飲食物の摂取制限等に関すること。
15 緊急輸送及び必需物資の調達に関すること。
16 汚染物質の除去に関すること。
17 制限措置の解除に関すること。
18 損害賠償の請求等に必要な資料の整備に関すること。
19 鳥取県の行う原子力防災対策に対する協力に関すること。

米子市
教育委員会

学校教育課 １ 米子市立小・中学校等に対する放射線等に係る知識の普及及
び原子力防災に係る指導等に関すること。

２ 米子市立小・中学校等の児童生徒の安全対策に関すること。
３ 退避等に係る施設使用の協力に関すること。
４ 災害時における避難先での学校の運営に関すること。

米子市
消防団

防災安全課 １ 住民等に対する広報及び避難等の誘導に関すること。
２ 交通規制及び立入制限に対する協力に関すること。
３ 警察が行う治安維持に対する協力に関すること。

機関名 連絡窓口 処理すべき事務又は業務の大綱
西部広域行政
管理組合
消防局

警防課 １ 負傷者の搬送に関すること。
２ 情報の収集分析に関すること。
３ 医療救護対策本部の支援に関すること。
４ 住民等に対する避難指示等の伝達体制の確保に関すること。
５ 防災対策、立入制限及び交通規制の協力に関すること。
６ 住民に対する広報及び避難の誘導に関すること。
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５ 自衛隊

中国四国厚生
局

医療課 １ 国立病院、療養所の医療等の指示及び調整に関すること。
２ 医療救護班の編成及び派遣の指示に関すること。

中国四国農政
局

企画調整室 １ 農林畜水産物等の安全性確認並びに調査への助言及び協力に
関すること。

２ 原子力災害時における食糧の支援に関すること。

３ 農林漁業関係金融機関へ金融業務の円滑な実施のための連絡
調整等に関すること。

中国経済産業

局

資源エネルギ

ー環境部
電力・ガス事
業課

１ 電気、ガスに係る災害情報の収集、伝達に関すること。

２ 電気、ガスの供給の確保に必要な指導に関すること。
３ 被災地域において必要とされる災害対応物資生活必需品、災

害復旧資材等の適正価格による円滑な供給を確保するための必

要な指導に関すること。
４ 被災中小企業者の事業再建に必要な資金融通の円滑化等の措

置に関すること。

中国地方整備
局

防災室 １ 直轄河川及び一般国道指定区間に関し、必要な措置に関する
こと。

中国運輸局 鳥取運輸支局 １ 緊急輸送に関する要請及び支援に関すること。

第八管区海上

保安本部

環境防災課

境海上保安部
美保航空基地

１ 海難救助、海上における安全及び治安の確保、船舶交通の規

制に関すること。
２ 海上モニタリングの支援
３ 海上における緊急輸送に関すること。

大阪管区気象
台

鳥取地方気象
台

１ 気象状況等の把握、解析に関すること。
２ モニタリング本部の支援に関すること。

機関名 連絡窓口 処理すべき事務又は業務の大綱

航空自衛隊第
３輸送航空隊

防衛部運用斑
（美保基地）

１ 緊急輸送及び救護活動の支援に関すること。
２ （原子力）災害派遣への対応

海上自衛隊舞
鶴地方総監部

防衛部第三幕
僚長

陸上自衛隊中

部方面総監部

防衛部防衛課

第８普通科連
隊（米子）
中部方面ヘリ

コプター隊第
３飛行隊（境

港）

自衛隊鳥取地
方協力本部

１ 自衛隊との連絡調整に関すること。
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６ 指定公共機関

機関名 連絡窓口 処理すべき事務又は業務の大綱
西日本高速道
路(株)

中国支社 １ 高速道路に関する必要な措置に関すること。
２ 災害時の緊急通行車両等の通行に伴う料金徴収の免除の取扱

いに関すること。
日本通運(株) 鳥取支店、倉

吉支店、米子
支店

１ 災害時における貨物自動車による救助物資の緊急輸送に関す
ること。

福山通運(株)
佐川急便(株) 中国・四国支

社
ﾔﾏﾄ運輸(株) 津山主管支店

西濃運輸（株）

西日本旅客鉄
道(株)

米子支社 １ 鉄道及び陸路による緊急輸送に関すること。

日本貨物鉄道
(株)

米子営業支店 １ 災害時における救済用物資の緊急輸送に関すること。

西日本電信電
話(株)

鳥取支店設備
部災害対策室

１ 通信施設、設備の災害予防及び非常時の通信確保等に関する
こと。

２ 通信施設、設備の応急対策及び災害復旧に関すること。(株)ＮＴＴド
コモ

中国支社鳥取
支店

ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫ-ﾑｻｰ
ﾋﾞｽ本部事業
推進部危機管
理室

ＫＤＤＩ(株) 中国総支社
管理部

ソフトバンク
(株)
日本赤十字社 鳥取県支部事

業推進課
１ 災害時における医療救護の実施に関すること。
２ 災害救助等の協力奉仕者の連絡調整に関すること。
３ 義援金の募集及び配分
４ 義援物資の配布

(独)国立病院
機構

中国四国グル
ープ

１ （独）国立病院機構病院の救護班の派遣による医療救護の実
施に関すること。

日本放送協会
(ＮＨＫ)

鳥取放送局放
送部

１ 放送協定に基づく災害応急対策等の広報活動に関すること。
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８ 原子力災害医療機関

（福）鳥取県
社会福祉協議
会

事務局 １ 災害ボランティアに関すること
２ 避難支援センターの設置、運営に関すること

(一社)鳥取県
バス協会
日ノ丸自動車

(株)
日本交通(株)

１ 災害時における自動車による人員の緊急輸送に関すること。

(一社)鳥取県
トラック協会

１ 災害時における貨物自動車による救助物資緊急輸送に関する
こと。

日ノ丸西濃運
輸㈱

鳥取支店

日本海ﾃﾚﾋﾞｼﾞ

ｮﾝ放送(株)
本社 １ 放送協定等に基づく災害対策等の広報活動に関すること。

２ 放送協定等に基づく避難情報の広報活動の実施に関するこ
と。

３ 放送協定等に基づく避難生活に必要な情報の広報活動に関す
ること。

(株)山陰放送 本社

山陰中央ﾃﾚﾋﾞ

ｼﾞｮﾝ放送(株)
鳥取支社

米子支社

(株)エフエム
山陰

鳥取支社

（株）新日本
海新聞社

（株）山陰中
央新報社

鳥取総局

（株）鳥取テ
レトピア

日本海ケーブ
ルネットワー
ク（株）
（株）中海テ
レビ放送
鳥取中央有線
放送（株）

基 幹 高 度 被

ば く 医 療 支

援センター

国立研究開発

法人量子科学

技術研究開発

機構

１ 特に重篤な被ばくを伴う傷病者への診療等

２ 原子力災害医療に係る研究開発や人材育成
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９ その他公的団体及び防災上重要な施設の管理者

【別記】原子力災害医療協力機関
西部：済生会境港総合病院、博愛病院、山陰労災病院、米子医療センター、西伯病院、日

野病院、日南病院

高度被ばく
医療支援セ
ンター

広島大学 １ 原子力災害拠点病院では対応できない高度専門的な原子力災

害医療に係る診療及び支援

２ 原子力災害医療に関する医療機関等への専門教育研修等

の実施

原子力災害
医療・総合
支援センタ
ー

１ 原子力災害拠点病院に対する支援や関連医療機関とのネット
ワークの構築

２ 原子力災害時における原子力災害医療派遣チームの派遣調整
等

原子力災害
拠点病院

鳥取大学医学
部附属病院
鳥取県立中央
病院

１ 原子力災害時における傷病者等の受入
２ 被ばくがある傷病者等への診療等の実施
３ 原子力災害医療派遣チームの受入及び派遣
４ 県が実施する原子力災害対策への協力
５ 原子力災害医療協力機関の職員等に対する研修実施又は県が

実施する研修への協力
原子力災害
医療協力機
関

別記のとおり １ 原子力災害拠点病院等が実施する原子力災害医療に対する協
力

２ 県等が実施する原子力災害対策等に対する協力
３ 被ばくがある傷病者等に対する初期診療及び救急診療提供
４ 県が行う住民等の被ばくや汚染に対する検査（避難退域時検

査及び甲状腺被ばく線量モニタリング等）への協力

機関名 処理すべき事務又は業務の大綱

農業協同組合

森林組合
漁業協同組合 等

１ 汚染農林水産物の出荷制限及び生鮮食料品の供給に関するこ

と。
２ 有線放送施設の利用による公共団体の行う災害対策への協力

に関すること。

商工会議所

商工会 等

１ 救助用物資、復旧資材の確保についての協力あっせんに関す

ること。

（一社）鳥取県ハイヤータク
シー協会

１ 災害時における自動車による人員の緊急輸送に関すること。

鳥取県社会福祉施設経営者協
議会

鳥取県老人福祉施設協議会
鳥取県老人保健施設協会
鳥取県児童福祉入所施設協議

会

１ 避難行動要支援者の輸送、避難受入についての協力に関する
こと。

２ 避難所における専門職員の応援派遣に関すること。

学校法人
公の施設の指定管理者

１ 被災者の一時受入等応急措置についての協力に関すること。
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中部：鳥取県立厚生病院、野島病院、清水病院
東部：鳥取赤十字病院、鳥取市立病院、岩美病院、智頭病院

１０ 原子力規制庁

※ 上記表にない中国財務局、鳥取労働局、近畿中国森林管理局、中国四国産業保安監督

所、大阪航空局、中国四国管区警察局、中国総合通信局、中国四国地方環境事務所、中

国四国防衛局、日本銀行、日本郵便株式会社、郵便局株式会社、米子瓦斯株式会社、社

団法人鳥取県ＬＰガス協会、土地改良区については、米子市地域防災計画［共通対策計

画］第１章第６節に定める「関係機関の処理すべき事務又は業務の大綱及び市民・事業

所の取るべき措置」を参照。

機関名 連絡窓口 処理すべき事務又は業務の大綱
原子力規制事務
所
（島根県松江
市）

原子力運転検査官 １ 原子力発電所又は核燃料加工施設の運転状況、設備
の保全状況、保安規定の順守状況等についての監視指
導等

２ 施設敷地緊急事態発生後の、施設の状況確認
原子力防災専門官 １ 県、米子市、境港市への防災計画等に対する指導、

助言等
２ 原子力事業者への防災業務計画等に対する指導、助

言等
３ 緊急時におけるプラント状況の把握、オフサイトセ

ンターの立ち上げ等

上席放射線防災専
門官

１ 原子力事業者の放射線測定設備の設置・維持状況の
確認

２ 緊急時モニタリング計画の作成への協力に関するこ
と。

３ 緊急時モニタリングの実施及び対応等に関するこ
と。
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署指揮本部

本部長 米子消防署

米子消防署長警防班 警防課長

指令班 指令課長

副本部長 警防課長

総務班 総務課長

予防班 予防課長

西部消防局指揮本部

予　備　隊
本部長 消防局長

施設班

淀江支所部 淀江支所班

西部広域行政管理組合

管　理　者
消　防　部 消防班

（消　防　団）

下水処理班
下水道部

下水工務班

水道部総務班

業務班
水道部

水道部工務班

防災安全監
建設管理班

消防団長
都市整備部 土木都市施設班

米子消防署長
建築班

下水道部長
商工班

淀江支所長
経済部 文化観光班

議会事務局長
農林水産班

会計管理者

本
部
長

市
　
長

副
本
部
長

副

市

長

こども総本部長
教育班

経済部長 教育部
給食班

都市整備部長

総合政策部長
こども対策班

市民生活部長 こども総本部
こども施設班

福祉保健部長

（本部員）
清掃班

教育長

教育委員会事務局長
医療防疫班

水道事業管理者 福祉保健部
援護班

総務部長

電話対応班

企画広報班
受援班

総合政策部
避難支援班

救護処理班

市民生活部 被害調査班

図３－５　米子市災害対策本部組織編成図

本部総務班
本　部　会　議（19名）

秘書報道班
総　務　部

調達輸送班
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部名（担当本部員） 班　　名 班　　長 班　　員 所掌事務

総務部 本部総務班 ○防災安全課長 防災安全課員 １　本部会議に関すること。

（総務部長） 職員課長 職員課員 ２　災害対策の総合企画に関すること。

調査課長 調査課員 ３　災害対策本部の事務局に関すること。

４　防災会議に関すること。

５　関係機関との連絡調整に関すること。

６　自衛隊への派遣要請に関すること。

７　民間団体等への応援要請に関すること。

８　指揮指令の伝達に関すること。

９　本部員の動員に関すること。

10　鳥取県災害対策本部への連絡に関すること。

11　防災行政無線に関すること。

12　各部間の協力援助、連絡調整に関すること。

13　避難指示等に関すること。

14　災害救助法第３０条第１項の規定により市長が行うこととされた救助の実

施に係る事務に関すること。

15　水難救護法に関すること。

16　被災者生活再建支援に関すること。

17　被害状況の取りまとめ及び記録に関すること。

18　被害状況の報告に関すること。

19　気象に関する情報の収集伝達に関すること。

20　備蓄保存食品及び物品に関すること。

21　備蓄保存飲料水に関すること。

22　自動車以外の輸送力確保に関すること。

23　部内の連絡調整に関すること。

24　市消防団との連絡調整に関すること。

25　原子力事故対策会議に関すること。

26　オフサイトセンター及び原子力合同対策協議会に関すること。

27　防護対策実施上の企画調整に関すること。

28　本部要員の装備用具に関すること。

29　原子力防災資機材の確保に関すること。

30　避難地区住民の運送の協力に関すること。

秘書報道班 秘書広報課長 秘書広報課員 １　本部長、副本部長の秘書に関すること。

２　災害見舞い、視察に関すること。

３　報道機関との連絡調整に関すること。

４　災害の広報に関すること。（市ホームページ、ＳＮＳによるもの）

調達輸送班 ○総務管財課長 総務管財課員 １　災害に関する予算その他財政措置に関すること。

財政課長 財政課員 ２　市有財産の災害対策、被害調査及び応急対策に関すること。

会計課長 会計課員 ３　応急仮設住宅建設用地の確保に関すること。

契約検査課長 契約検査課員 ４　輸送用車両の調達及び配車計画に関すること。

５　輸送関係者の動員に関すること。

６　輸送機関への連絡及び輸送推進に関すること。

７　市有自動車の集中管理に関すること。

８　被災者救済用物資等の輸送に関すること。

９　要配慮者の移送に関すること。

10　被災者等に対する食糧等の運搬供給に関すること。

11　被災者及び災害応急対策従事者への給食の運搬、支給に関すること。

１2　救済用物資の調達に関すること。

13　炊き出し用副食の調達に関すること。

14　災害時に係る物品の納入に関すること。

電話対応班 ○【市民生活部】市民二課長 市民二課員

選挙管理委員会事務局長 選挙管理委員会事務局員

監査委員会事務局長 監査委員会事務局員 ２　市議会との連絡調整に関すること。

図３－６　災害対策本部の所掌事務

１　市民等からの問い合わせ、苦情等に関する処理及び担当班への処理依頼

に関すること。
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総合政策部 企画広報班 ○総合政策課長 総合政策課員
１　災害の広報に関すること。(庁内連絡を含む。市ホームページ、ＳＮＳによる

ものを除く。)

（総合政策部長） 受援班 都市創造課長 都市創造課員 ２　市民への広報・周知に関すること。

情報政策課長 情報政策課員 ３　受援に係る総合調整に関すること。

避難支援班 〇地域振興課長 地域振興課員 １　自治会・自主防災組織への災害に係る情報提供に関すること。

【教育委員会】生涯学習課長 生涯学習課員 ２　社会教育施設の災害対策、被害調査及び応急対策に関すること。

まちづくり企画課長 まちづくり企画課員 ３　公民館管内の緊急災害対策に関すること。

交通政策課長 交通政策課員 ４　公民館管内の災害情報の連絡、収集に関すること。

男女共同参画推進課長 男女共同参画推進課員 ５　一時集結所の開設及び管理に関すること。

６　避難所の開設及び管理に関すること。

７　避難者の誘導収容に関すること。

８　避難収容者への指示伝達に関すること。

９　災害ボランティア（専門ボランティアのうち、福祉関係以外のボランティア）

の受入れに関すること。

市民生活部 救護処理班 ○市民一課長 市民一課員 １　救護所の設置に関すること。

（市民生活部長） 保険課長 保険課員 ２　死傷病者の収容に関すること。

３　遺体の捜索に関する関係機関との連携に関すること。

４　遺体の収容、処理及び埋火葬に関すること。

５　被災者の世帯構成等の確認に関すること。

６　部内の連絡調整に関すること。

被害調査班 ○固定資産税課長 固定資産税課員 １　被害家屋の情報収集に関すること。

市民税課長 市民税課員 ２　罹災証明に関すること。

収税課長 収税課員 ３　災害情報の収集に関すること。

【総合政策部】人権政策課長 人権政策課員 ４　被災宅地危険度判定業務の補助に関すること。

５　他の部・班に属さない被害調査に関すること。

６　被災者の減免等の措置に関すること。

清掃班 ○クリーン推進課長 クリーン推進課員 １  被災地域の環境パトロールに関すること。

環境政策課長 環境政策課員 ２　被災地域の廃棄物の収集及び処理に関すること。

３　廃棄物処理業者との連絡調整に関すること。

４　災害廃棄物の処理に関すること。

５　仮設トイレの調達・設置に関すること。

６　緊急時モニタリングセンターへの協力に関すること。

７　モニタリング情報等の収集及び伝達に関すること。

福祉保健部 医療防疫班 健康対策課長 健康対策課員

（福祉保健部長）

２　医療関係者の動員に関すること。

３　医療班の編成に関すること。

４　応急医療資材の調達に関すること。

５　感染症患者等に対する措置、消毒等防疫に関すること。

６　医療機関及び衛生施設の災害対策、被害調査及び応急対策に関するこ

と。

７　被災者の健康維持に関すること。

８　医療機関の食品等の確保状況の把握に関すること。

９  医療ボランティアの要請に関すること。

10  県が行う安定ヨウ素剤の配布、投与の協力に関すること。

援護班 ○福祉政策課長 福祉政策課員 １　福祉避難所の開設及び運営に関すること。

長寿社会課長 長寿社会課員 ２　被災者援護の一般事務に関すること。

障がい者支援課長 障がい者支援課員 ３　応急仮設住宅の管理及び収容者の選定に関すること。

福祉課長 福祉課員 ４　救済用物資及び救援資金に関すること。

５　社会福祉施設や児童福祉施設の災害対策、被害調査及び応急対策に関

すること。

６　被災者高齢者等の生活支援事業に関すること。

７　災害援護資金の貸付けに関すること。

８　母子・寡婦福祉資金の貸付けに関すること。

９　要配慮者の避難誘導に関すること。

10　福祉機関の食品等の確保状況の把握に関すること。

11　高齢者、障がい者等の災害直後の安否確認及び避難所等への収容に関

すること。

12　災害ボランティア（専門ボランティアのうち、福祉関係ボランティア）の受入

に関すること。

１　鳥取県西部医師会、鳥取県西部歯科医師会、医療機関、助産機関等との

連絡調整に関すること。
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こども総本部 こども対策班 〇こども政策課長 こども政策課員 １　保育園児、幼稚園児の避難及び安全措置に関すること。

（こども総本部長） こども支援課長 こども支援課員

こども相談課長 こども相談課員

こども施設班 こども施設課長 こども施設課員 １　学校教育施設の災害対策、被害調査及び応急措置に関すること。

２　保育施設の災害対策、被害調査及び応急措置に関すること。

３　一時集結所の開設及び管理に関すること。

４　避難所の開設及び管理に関すること。

５　避難者の誘導収容に関すること。

６　避難収容者への指示伝達に関すること。

教育部 教育班 学校教育課長 学校教育課員 １　児童、生徒の避難に関すること。

（教育 委員会事務局長） ２　被災児童生徒の調査及び援護に関すること。

３　学用品の確保及び配給に関すること。

４　被災児童、生徒の教育に関すること。

５　被災学校の児童、生徒の応急教育に関すること。

給食班 学校給食課長 学校給食課員 １　学校給食センターの被害調査及び学校給食の応急対策に関すること。

２　炊き出しに関すること。

３　給食用燃料、器具等の調達整備に関すること。

経済部 商工班 ○経済戦略課長 経済戦略課員

（経済部長） 商工課長 商工課員

２　被災商工業者の融資に関すること。

３　災害に関連した失業者の対策に関すること。

４　応急援助及び応急復旧に必要な労働力の供給に関すること。

５　温泉施設等による入浴機会の確保に関すること。

６　災害時における観光客の避難、救助等安全対策に関すること。

７　その他応急商工対策に関すること。

文化観光班 〇文化振興課長 文化振興課員
１　社会教育施設、体育施設及び文化財の災害対策、被害調査及び応急対策

に関すること。

スポーツ振興課長 スポーツ振興課員 ２　一時集結所の開設及び管理に関すること。

観光課長 観光課員 ３　避難所の開設及び管理に関すること。

４　避難者の誘導収容に関すること。

５　避難収容者への指示伝達に関すること。

６　災害時の文化財の保護に関すること。

農林水産班 ○農林課長 農林課員

水産振興室長 水産振興室員

農業委員会事務局長 農業委員会事務局員 ２　被災農家の営農指導に関すること。

３　被災農家、魚家の融資等に関すること。

４　農業機関との連絡調整に関すること。

５　応急食料（備蓄保存食品を除く）及び炊出し用食糧（主食）の調達に関する

こと。

６　家畜防疫に関すること。

７　死亡獣畜の処理に関すること。

８　その他の農業、畜産、水産、林業の応急対策に関すること。

９　農地、農業用施設及び山林関係の災害対策、被害調査及び応急対策に関

すること。

１０　農業用施設の応急措置に必要な資材等の調達に関すること。

１１　被災地籍の復元及び調査に関すること。

都市整備部 建設管理班 建設企画課長 建設企画課員 １　土木建設用資機材の調達、保管及び配給に関すること。

（都市整備部長）

３　交通不能箇所の調査及び対策に関すること。

４　建設機械等の配備計画に関すること。

５　土木建設関係業者の動員に関すること。

６　機械資機材の保有状況の把握に関すること。

７　応急仮設住宅の建設用地（都市公園等）の確保に関すること。

８　部内の連絡調整に関すること。

９　被災者住宅再建支援に関すること。

１　農作物、畜産、水産関係の災害対策、被害調査及び応急対策に関するこ

と。

２　米子自動車道、山陰自動車道、国道等の被害状況の把握に関すること。

１　商工業及び観光施設の災害対策、被害調査及び応急対策に関すること。
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⌐ ∆╢╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹╕√⁸ ⁸ ⁸ ≤─ ─

⁸ ┼─ ─ ╩ ℮╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹

│⁸ ─ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ┘ ⁸ ─ ⌐

╖⁸ ⌐ ∂≡⁸ ╛ⱱ♥ꜟ ┼─ ╩ ⌐ ∆╙─≤∆╢⁹

│⁸ ─ ─ ⁸ ─ ⌐ ╖≡⁸ ─ ⌂ ─

┘ ≤⌂∫√ ⌐⅔↑╢ ─ ─√╘⌐⁸ ⌐ ∂⁸

─ ⌂ ⁸ ⁸ ⁸ ⅝ ⌂ ─

№∫∑╪ ┘ ⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹

│⁸ ╩ ∆╢ ⅜№╢≤⅝│⁸ ─ ⌂ ─

╩ ╢√╘⁸ ╛⅛⌐ ┘ ≤ ─ ⁸ ∆╢╙─≤∆╢⁹√∞⇔⁸ ⌐

√∫≡│⁸ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂≡⁸ ⌐⅔↑

╢ Ɑ♇♩ ─ ╣⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹╕√⁸ ≤ ⇔⁸ ─

⌐ ╢ ╩ ™⁸∕─ ⌂ ─ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹⌂⅔⁸

─ ⌐ ⌂ ⅜ ⇔⁸ ─ ⅜№╢ ⌐│⁸ ⌐ ∂≡

┘ ⌐ ─ ⌐ ⇔≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─

│⁸ ─ ⁸ ⌐ ╖⁸ ─ ┼─ ⌂ ⁸

─ ⅜ ≢№╢≤ ⇔√ ⌐⅔™≡⁸ ─ ─ ┼─ ╣⌐

≈™≡│⁸ ┘ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ⌐ ⇔⁸ ─

─ ┼─ ╣⌐≈™≡│ ⌐ ⇔ ─ ≤─ ╩ ╘╢

╒⅛⁸ ⌐ ╠⇔ ╩ ∆╢≤ ╘╢≤⅝│⁸ ⌐ ⇔√ ≢⁸ ╠ ─

─ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

│⁸ ⅛╠ ⅜№∫√ ⁸ ─ ≤ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

│⁸ ⅛╠ ╘⅜№∫√ ⌐│⁸ ─ ≤⌂╢ ┘

⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ⁸ ⌐

≈™≡ ╩ ℮╙─≤↕╣≡⅔╡⁸ │⁸ ⅛╠ ╘⅜№∫√ ⌐│⁸
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◒⅜ ╕╢≤ ↕╣╢ ┘∕─ ⌐≈™≡│⁸ ⅜ ⇔⌂™╟℮⌐

⌐ ↕╣√ ≢ ─ ╩ ™≈≈ ╩ ℮⌂≥

∆╢╙─≤∆╢⁹ ™ ─ ≢ ╩

⇔⌂⅛∫√ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ∆╢ ─

│ ─ ≢ ╩ ℮╙─≤↕╣≡™╢

⅜⁸ │⁸ ⌐ ∂⁸ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─ ⌐ ∆╢ ─

│⁸ ─ ⌐⁸ ▪ⱪꜞ⁸ ⌐╟╡ ⌂ ╩

∆╢⁹╕√⁸ ⌐ ⇔√ ⱳ▬fi♩╩ ⇔⁸

─ ┼ ⌐ ∆╢ ⁸ ╛ ☻ⱳ♇♩─ ─

╩ ℮╙─≤∆╢⁹

ꜜ► ─

│⁸ ╩ ╕ⅎ⁸ ⁸ ≤ ⇔≡⁸ ꜜ► ─

⌐№√∫≡─ ╩ ∫√ ≢⁸ ⌐ ∆╢ ─ ╩ ∂╢╙─≤∆

╢⁹

⌐⅔↑╢ ┼─ ꜜ► ─ ┘ ⌐≈™≡│⁸ ≤⇔≡

⅜∕─ ╩ ⇔⁸ ╩ ╕ⅎ⁸ │

⅜ ⌐ ∆╢↓≤≤↕╣≡™╢⁹

│⁸ ≤ ⇔⁸ ─ ─ ⌐ ≠⅝⁸ │ ─ ⌐╟

╡⁸ ⌐ ⇔⁸ ꜜ► ─ ה ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ∑≡

╩ ↑≡™╢ ┼─ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

⌂⅔⁸ ⌂ ╡⁸ ─ ⅜ ∆╢ ≢ ה ╩ ℮╙─

≤∆╢⁹

┼─

│⁸ ⌐│⁸ ─ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏⁸

┘ ╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐≈™≡

╛ ⌂ ⅜ ╦╣╢╟℮⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹

│⁸ ┘ ≤ ⇔⁸ ─ ╩ ≡⁸ ⁸ ≢─ ⌐

⇔≡│⁸ ┘ ⅜ ⌐ ╩ ↕∑⌂™↓≤ ⌐

⇔⁸ ─ ⁸ ≢─ ─ ⁸ ─

─ ⁸ ┼─ ╛ ┼─ ⁸ ⁸ ⅜

™ ↑ ─ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ ⌐ ─ ⌐╟╡ ꜞ☻

◒⅜ ╕╢ │⁸ ╩ ∂√ ⌐ ↕∑╢╙─≤∆╢⁹

╕√⁸ ⌐ ↑√ ─ ⌐≈™≡╙ ∆╢╙─≤∆╢⁹

⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│⁸⅝╘ ╛⅛⌂ ⌐≈™≡⁸ ∆╢╙─≤∆╢⁹

│⁸ ⅜ ⇔⁸ ─√╘─ ⅝─ ⅜№∫√
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│⁸№╠⅛∂╘ ↔≤⌐ ╘√ ⌐ ≠⅝⁸ ⁸ ⁸ ─ ה

─╙≤⁸ ⅛≈ ⌐⁸ ⁸ ⁸ ╩ │ ─

┼ ↕∑╢╙─≤∆╢⁹↓─ ⁸ ╩ ⇔√ │⁸

─ ╩ ⇔√ ≢⁸ ─ ⅛╠─ ↑ ╣╛⁸

│ ─ ┼─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ ⁸ ⁸ ╩

↕∑√ │⁸ ⌐ ⇔ ╛⅛⌐∕─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

│⁸ ⅜ ⇔⁸ ─√╘─ ⅝─ ⅜№∫√

│⁸№╠⅛∂╘ ↔≤⌐ ╘√ ⌐ ≠⅝⁸ ─ ה ─╙≤⁸

⅛≈ ⌐⁸ │ ╩ ↕∑╢╙─≤∆╢⁹↓─ ⁸

╩ ⇔√ ⌐≈™≡│⁸ ─ ╩ ⇔√ ≢⁸ ─

⅛╠─ ↑ ╣╛⁸ │ ─ ┼─ ╩ ∆╢

╙─≤∆╢⁹ │ ╩ ↕∑√ │⁸ ⌐ ⇔ ╛⅛⌐∕─ ╩

∆╢╙─≤∆╢⁹╕√⁸ │⁸ ⅛╠─ ⅜ ─ ─ ≢│ ≢⅝

⌂™ │⁸ ┘ ⌐ ⇔⁸ ┼─ ╣ ╩

∆╢ ⁸ ─ ─√╘─ ⌂ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

│⁸ ⌐│⁸ ─ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏⁸

╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐≈™≡ ╛ ⌂

⅜ ╦╣╢╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹

10 ⌐⅔↑╢

⌐⅔™≡⁸ ─ ⌐ ⅜ ⇔⁸ ─

┼─ ⅝ ⇔ ⅜ ∆╢ ⌐ ─√╘─ ⅝─ ⅜№∫√ │⁸№╠⅛

∂╘ ╘√ ⌐ ≠⅝⁸ ─ ה ─╙≤⁸ ⅛≈ ⌐

╩ ↕∑╢╙─≤∆╢⁹╕√⁸ ╩ ↕∑√ ┘№╠⅛∂╘ ╘√

⌐ꜟכꜟ ≠⅝ ╩ ┼ ⅝ ⇔√ │⁸ │ ⌐ ⇔ ╛⅛⌐

∕─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

11 ─ ⅜ ∆╢ ⌐⅔↑╢

∕─ ─ ─ ⅜ ∆╢ ⌐⅔™≡⁸ ⅜ ⇔ ─√╘

─ ⅝─ ⅜№∫√ │⁸№╠⅛∂╘ ╘√ ⌐ ≠⅝⁸ ─

╩ ↕∑╢╙─≤∆╢⁹

12 ─

┘ │ ─ ⌐ ⇔⁸ ⌐⅔™≡ ─ ╩ ┘⅛↑

╢⁹

13 ─ ⁸ ─ ─ ╩ →╢√╘─

│⁸ ─ ⁸ ≤ ⇔⁸ ₡ ₢ │

─ ╩⇔√ ⌐≈™≡⁸ ─ │ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘⁸

⅛╠ ⅜ ⇔⌂™╟℮ ∆╢ ⁸ ─ ⁸ ─ ╩
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∆╢╙─≤↕╣≡™╢⁹ │⁸ ─ ╩ ╡╕≤╘⁸∕─ ⌐ ≠⅝⁸

─ ╩ ╕ⅎ ─ ┘ ─ ⌐≈™≡ ⌐ ∆

╢╙─≤↕╣≡™╢⁹

│⁸ ⌐ ≠™√ ⌐ ◓fi♬כꜞ◒☻╢ ╩ ╕ⅎ⁸

┘ ⅛╠─ ⌐╟╢ ─ ─ ╩ ↑⁸ │ ─ ⌐╟╡⁸

─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹╕√⁸ │⁸ ─ ┘ ⌐ ≠⅝⁸ ≤

⇔⁸ ─ ┘ ⌂ ┘ ╩ ∆╢╙─≤

∆╢⁹

─ ┘

│⁸ ≤ ⇔ ─ ⌂ ╩ ∆╢√╘⁸ ⅜№╢≤⅝│⁸

─ ╩ ≤⇔≡⁸ ≤ ─ ⁸ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

ה ₈ ─ ┘ ₉

─ ┘

─ ─

ה ⁸ ⌐ ⌂ ה ה ⁸ ה ⌐

⌂ ┘

ה

ה ─ ─ ™

⅛╠─ ⌂

ה ─ ה ─

√╘─ ה ─

ה

ה ─

⁸

⁸ ─ ⁸ ⸗

♬♃ꜞfi◓ ┘

ה ╩ ∆╢

√╘─ ⁸ ─

ה

╩ ↄ ─

⁸

⁸ ┘

ה ─ ╩ ∆╢√╘⌐

⌂ ─

♩כꜞ◒fi◖ה ⁸ ╩

∆╢√╘⌐ ⌂ ⁸ ⁸

⁸ ⌐ ⌂

─⧵ה ─√

╘⌐ ⌂
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─

ᵑ │⁸ ≤ ⇔⁸ ≤─ ⌐╟╡⁸ ─ ⁸ ┘

─ ⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

⌂⅔⁸ ─ ⌐№√∫≡│⁸ ⁸Ᵽ☻ ⌐╟╢ ╩

≤∆╢⅜⁸ ≤⇔≡ ⁸ ⁸ ⁸Ⱬꜞ◖ⱪ♃כ ╩ ⇔⁸

─ ╩ ╢╙─≤∆╢⁹ │↓╣╠ ─ ⁸ ⁸ ╩

⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

ᵒ │⁸ ⁸ ─ ⌐ ⇔≡⁸ ─╒⅛⁸ ╩ ∂ ⌐

╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂⁸ ⌐ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

ה ₈ ⌐⅛⅛╢ ₉

⌐⅛⅛╢

ה

( ) ה

╩ ∂≡⁸ ─№∫∑╪

₈ה ─ ─ ⁸

⌐ ∆╢ ₉⌐ ≠⅝⁸ ♩

ꜝ♇◒ ⌐

₈ה ⌐⅔↑╢Ᵽ☻⌐╟

╢ ⌐ ∆╢ ₉⌐ ≠

⅝⁸ Ᵽ☻ ⌐ ╩

♩ꜝ♇◒ ⁸ ⱡ ⁸ ♩

ꜝ♇◒ ⁸

Ᵽ☻ ⱡ ⁸ ⁸

Ᵽ☻ ⁸

─ Ᵽ☻ ╢╟⌐☻₈Ᵽה ⌐⅔↑╢

⌐ ∆╢ ₉⌐ ≠⅝

כ◦◒♃ ⁸

⁸

⁸

⁸

₈ה ⌐⅔↑╢ ♃◒

╢╟⌐כ◦ ⌐ ∆╢

₉⌐ ≠⅝⁸ ♃◒◦

כ ⌐ ╩

─

⌐ ∆╢№∫∑╪ │ ─

ה

─Ⱬꜞ◖ⱪ♃כ
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ᵓ │⁸ᵒ⌐╟∫≡╙ ⁸ ⅜ ∆╢≤⅝│⁸

⌐⅔™≡⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─√╘─

─

─ │⁸ ⌐№√╢ ≤⁸ ⌐⅔™

≡⁸ ⌐ ⌂ ╩≤╡⁸ ─√╘─ ─ ⌐ ⌂ ╩≤╢╙─

≤∆╢⁹

─

│⁸ ⁸ ⅜ ℮ ⅛╠ ↕╣√ ─ ┌ↄ ╛

─ ⌐≈™≡ ⌂ ≢ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─

─

│⁸ ┘ ≤ ⇔⁸ ⌐⅔™≡ ⌂ ╩ ∆╢

╩ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ⁸

⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹↓─ ⁸ ◌ⱷꜝ ─ ⌐╟╡

╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂≡⁸ ⌐╟╢ ⁸ ◌

ⱷꜝ ─ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

─

│⁸ ─ ⁸ ─ ⁸ ⌐≈™≡ ≤ ⌐ ∆╢╙─

≤∆╢⁹↓─√╘⁸ ⅛╠ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ⌐ ∆╢⌂

≥ ╩ ⅎ╢╙─≤∆╢⁹

│⁸ ⌐≈™≡│⁸ ⁸ ≤ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐

⌐≈™≡ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

⌐╟╡ ⅜ ⌂ ─

┘ │⁸ ≢ ≤⇔≡№╠⅛∂╘ ╘√∕╣∙╣⅜ ∆╢ ⅜⁸

⌐╟╡ ≢⅝⌂™ │⁸ ╩ ∆╢≤≤╙⌐ ╩ ∆

╢╙─≤∆╢⁹

╕√⁸ ⅜ ∆╢ ─ ⌐≈™≡│⁸ ≤ ⌂ ─ ⁸ ⌐

─ ⁸ ⅛≈ ⌂ ⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ─

⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹

─ ─

│⁸ ⅜ ∆╢ ⌐≈™≡ ─ ⌂ ╩ ∆╢√╘⁸ ╩

╘⁸↓╣⌐ ≠⅝⁸ ⌐⅔™≡ ⁸ ╩ ℮ ╩ ⌐ ⇔⁸

⅛≈ ⌂ ─ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹

─Ⱬꜞ◖ⱪ♃כ
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╕√⁸ ⅜ ∆╢ ─ ⌐≈™≡│⁸ ≤ ⌂ ─ ⁸ ⌐

⌐ ≠ↄ ⌂ ⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ─ ⌐

╘╢╙─≤∆╢⁹

ה ⁸ ┘

ה ┘

│⁸ ה ┘ ⅜ ⌐ ╦╣╢╟℮⁸ ⌐ ∂⁸ │

─⧵פֿ ─ ⅛╠─ ⌐╟╡⁸ ה ┘ ─√╘─ ╩

∆╢⌂≥─ ╩ ∏╢╙─≤∆╢⁹

│⁸ ─ ⅛╠ ה ┘ ⌐≈™≡ ⅜ ≤ ╘╠╣╢

≤⅝│⁸ ⌐ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹↓─ ⁸ ≤↕╣╢ │ ⅜

∆╢↓≤╩ ≤∆╢⁹

─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐╟╢╙─≤∆

╢⁹

│⁸ ⅜ ℮ ⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ⁸ ┌ↄ

─ ⌐≈™≡⁸ ⅛╠ ⅜№∫√ │⁸ ∆╢╙─≤∆╢⁹

┼─ ⌂

⁸ ⌐╟╢ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ─

─ ⌂ ≤ ╩ ↑⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⌐│⁸ ⅛≈ ⅛╡╛∆™

─ ╛⅛⌂ ≤ ⁸ ⅜ ≢№╢⁹╕√⁸ ⅛╠⁸ ™ ╦∑⁸ ⁸

⅜ ↄ ∑╠╣╢↓≤⅛╠⁸↓╣╠⌐ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ∆╢╙─≤∆

╢⁹

⌂⅔⁸ ─ ⌐│⁸ ⁸ ⁸ ⅜™ ⌐ ⅜ ⌐ ╦╢╟℮

∆╢╙─≤∆╢⁹

┼─

│⁸ ┘ ⌐╟╢ │ ⌐ ∂╠╣⌂™ ─ ─

╩ ⇔⁸ ⌐⅔↑╢ ─ №╢™│ ╩⅔↕ⅎ⁸

⌐╟╢ ╩≢⅝╢⅛⅞╡ ↄ∆╢√╘⁸ ⌐ ∆╢ ⌂ ⁸ ╩

⅛≈ ⅛╡╛∆ↄ ⌐ ℮╙─≤∆╢⁹

│⁸ ┼─ ⌐№√∫≡│ ┘ ≤ ⇔⁸ ─ ╩ ╢≤

≤╙⌐⁸ ─ ╩ ⌐⇔⁸№╠⅛∂╘ ⅛╡╛∆™ ╩ ∆╢╙─≤∆

╢⁹╕√⁸ ⌂ ₁⌂ ╩ ⇔⁸ ╡ ⇔ ∆╢╟℮ ╘╢╙

─≤∆╢⁹↕╠⌐⁸ ─ ⅜⌂™╟℮⁸ ⌂ ⌐ ╘╢╙─≤∆

╢⁹
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─ ⌐≈™≡│⁸≢⅝╢∞↑ ╛№™╕™⌂ │ ↑⁸ ⇔╛∆

ↄ ╩ ⅛⌂™ ╩ ™╢⁹

ủ ⅜ ℮

▪ ⌐│⁸ ⌐ ∂≡⁸ ─ ╩ ∆╢⁹

ᵑ ⅛╠─ ≢№╢↓≤

ᵒ ─

ᵓ ⅜ ⇔√

ᵔ ─

ᵕ ─ ╛⁸ ─ ┘ ┼─

ᵖ ─ ⁸

ᵗ ─ ─

ᵘ ⁸ ─ ⁸ ─

ᵙ ⁸ ⁸ ─

ᵚ ─ ╢═⅝

ᵛ ∕─ ⌂

▬ ₡ ₢⅜ ↕╣√ ─

ᵑ ─ ⁸◖fi◒ꜞכ♩ ⁸

ᵒ ─ ┘ ⌂

ᵓ ┘∕─ ─ ─

ᵔ ─ ⌐ ∆╢↓≤

ᵕ ꜜ► ─ ⌐ ∆╢↓≤

ᵖ ∕─

₡ ₢ │ ─ ⌂ ⅜ ⇔√ ⌐ ↕╣╢

⁸◖fi◒ꜞכ♩ ⁸ ╩ ∆╢√╘⌐ ↕╣╢

╩ ≤™℮⁹

│⁸ ⌐ ∂≡ ╩☼כ♬─ ⇔⁸ ─

─ ─ ⁸⸗♬♃ꜞfi◓─ ⁸ ≤⇔≡─ ⁸ ─

─ ┘ ─ ⁸ ⅜ ∂≡™╢ ⌐ ∆╢ ⁸

⁸ ╛ ⌐ ≈ ⅛≈⅝╘ ╛⅛⌂ ╩ ∆╢

╙─≤∆╢⁹

⌂⅔⁸∕─ ⁸ ─ ┘⌐ ⁸ ⁸ ≢─ ⁸

≤⇔≡ ↕╣╢ ┼─ ⁸ ╩ ≢⅝╢ ⌐

⇔√ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

│⁸ ─ ╩ ∂≡ ⌐ ╩ ⇔√ ≢ ⌐

∆╢ ─ ⁸ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹∕─ ⁸∕─ ⌐≈™≡

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸
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⁸ ┘ ≥פֿ ⌐ ╩ ╡ ℮╙─≤∆╢⁹

│⁸ ⌐ √∫≡⁸ ⁸ ⌐╟╢╒⅛⁸♥꜠ⱦ╛ꜝ☺○

⌂≥─ ⁸ ⁸ ─ ─ ╩ ╢⁹╕√⁸ ⁸

⁸ ™ ╦∑ ╩ ⌐☼כ♬℮™≥™√⇔ ⅎ╢√╘⁸▬fi♃כ

Ⱡ♇♩ ╩ ⇔⁸ ⌂ ╩ ≢⅝╢╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹

⌂⅔⁸ ─⅔⅛╣≡™╢ ⁸ ⅜ ≢№╢↓≤⌐ ╖⁸

╩ ∆╢ ⌐ ∆╢ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ ⌐⁸ ⌐™╢ │

╩ ╢ ⅜ ╠╣≡™╢↓≤⅛╠⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡│

≢╙ ╩ ℮ ⁸ ⌐ ⅜⌂↕╣╢╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹

⌐ ∂⁸ ⅜ ⌐ ⇔⁸ ⌐╟╡ ≢№╢↓≤╛⁸

╩ ┘⅛↑╢╙─≤∆╢⁹

√∞⇔⁸ √⌂ ⅜⌂™ ≢№∫≡╙⁸ ╩ ⌐↕∑⌂™╟℮

⌡ ↔≤ ⌂ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹

ה ₈ ⌐ ∆╢ ┘ ₉

ה ₈ ⌐ ∆╢ ┘ ₉

ה ₈ ⌐⅔↑╢ ₉

ה ₈ ┼─ ₉
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⅛╠─ ™ ╦∑⌐ ∆╢

│⁸ ⁸ ┘ ≤ ⇔⁸ ⌐ ∂⁸ ╛⅛⌐ ⅛╠─ ™

╦∑⌐ ∆╢ ╩ ⅎ√ ─ ⁸ ─ ╩ ℮√╘─ ╩

∆╢╙─≤∆╢⁹╕√⁸ ╩☼כ♬─ ╘√ ≢⁸ ─ ה ה ╩

℮╙─≤∆╢⁹

│⁸ ─ ⌐≈™≡ ⅛╠ ⅜№∫√≤⅝│⁸ ─

╩ ⌐ ∆╢↓≤─⌂™╟℮⌐ ⇔≈≈⁸ ⁸ ⌐ ╦╢╟℮⌂

─ ─ ™ ⌐ ╩ ╓↕⌂™ ≢⁸ ⌂ ╡

╩ ∆╢╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹↓─ ⌐⅔™≡⁸ │⁸ ─ ⌂

─√╘⌐ ≤ ╘╢≤⅝│⁸ ⁸ ⁸ ≤ ⇔≡⁸ ⌐

∆╢ ─ ⌐ ╘╢↓≤≤∆╢⁹⌂⅔⁸ ─ ⌐⁸ ⅛╠─ ⁸☻♩

כ◌כ ⁸ ┘↓╣╠⌐ ∏╢ ─ ⅜ ╕╣╢ ⌐│⁸∕─

⌐ ⅜ ╠╣╢↓≤─⌂™╟℮ ─ ─ ╩ ∆╢╟

℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹

─ ╣

⌂ ⅜ ↕╣╢≤⁸ ה ⅛╠ ↄ─ ─ ⇔ ╣⅜ ∑╠

╣╢⅜⁸ │⁸ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹

Ⱳꜝfi♥▫▪─ ╣

│⁸ ⁸ ┘ ≤ ⌐ ⇔⁸Ⱳꜝfi♥▫▪⌐ ∆╢ ─☼כ♬─

⌐ ╘╢≤≤╙⌐⁸Ⱳꜝfi♥▫▪─ ⁸ ∕─ ╣ ╩ ∆╢╟℮

╘╢╙─≤∆╢⁹Ⱳꜝfi♥▫▪─ ╣⌐ ⇔≡│⁸ ┌ↄ⌐ ⇔⁸ ╛

≤─ Ⱳꜝfi♥▫▪─ ⅜ ⌐ ⅛↕╣╢╟℮ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⌐ ∂≡Ⱳꜝfi♥▫▪─ ╩ ∆╢ ⁸Ⱳꜝfi♥▫▪ ─ ⌂ ⅜ ╠

╣╢╟℮ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹

⅛╠─ ⁸ ─ ╣

⁸ ─ ↑ ╣─

│⁸ ⅛╠─ │ ≤⇔≡ ╣∏⁸ ⌐ ⇔≡│⁸ ≢─

╩⅔ ™∆╢╙─≤∆╢⁹

─ ╣

ה ⁸ ─

ה ─ ┘

ה ⌐ ∆╢ ⁸ꜝ▬ⱨꜝ▬fi─ ⌐

∆╢↓≤

ה ⌐ ∆╢↓≤
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│⁸ ┘ ─ ╩ ⌂⅜╠⁸ ⁸ ⅛╠─ ⌐≈™≡⁸

╣╩ ∆╢╙─ ┘ ╣╩ ⇔⌂™╙─╩ ⇔⁸∕─ ─ꜞ☻♩ ┘

╡ ╩ ─ ┘ ╩ ∂≡ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹

╕√⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ꜞ☻♩╩ ∆╢╟℮⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹

┘ ─ │ ⌐ ∂ ⌐ ∆╢ ™ ╦∑ ╩ ↑╢≤≤╙

⌐⁸ ≡™≈⌐☼כ♬─ ╩ ℮╙─≤↕╣≡™╢⁹ ⁸ │⁸

╩ ∆╢ ⌐│⁸ ⌐☼כ♬─ ∂√ ≤∆╢╟℮⁸╕√⁸ ╩

∆╢ ⌐ ⇔≡ ⌐⅔↑╢ ⅛≈ ⌂ ה↑ ⌐ ⇔√

≤∆╢╟℮ ╘╢╙─≤↕╣≡™╢⁹

─ ╣

│⁸ ≤ ─ ⁸ ─ ⌐≈™≡ ╘╢╙─≤∆╢⁹∕─ ⁸

╩ ∆╢ ⇔≡⁸≢⅝╢ ╡ ⌂ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹

─ ⌐ ╢

│⁸ ─ ⅜ ─√╘ ⅝─ ╩ ↑√ ⌐ ╕╣╢ ⁸№

╠⅛∂╘ ╘√ ┼ ∆╢≤≤╙⌐⁸∕─ ╩ ┼ ∆╢╙─≤∆╢⁹⌂

⅔⁸ ⌐⅔™≡│ ─ ⁸ ⌐⅔™≡│ ─ ╩ ⇔√

≢ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

│⁸№╠⅛∂╘ ╘√ ⌐ ≠⅝⁸ ╩│∂╘≤⇔≡⁸

╙ ∆╢ ⅜№╢ ⌐≈™≡│⁸ ⌐⅔™≡ ⇔≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─ ─ ⌐ ∆╢

─ ─ ⌐≈™≡⁸ │ ⌐╟╡ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─ ╩ ↑√ │⁸ ∟⌐∕─ ╩ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─

─ ⌐ ╘⁸ ─ ⌐ ∂⁸ ─ ╩ ╡⌂⅜╠⁸ פֿ ⌐

⇔≡⁸ ⁸ ⁸ ⌂ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─ ╩ ↑√ │⁸ ─ ─ ⌐ ╘╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐

∂≡⁸ ─ ╩ ╡⌂⅜╠⁸ פֿ ≤ ⇔≡⁸ ⁸

⁸ ⌂ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─ ╩ ↑√ │⁸ ─ ─ ⌐ ╘╢≤≤╙⌐⁸ ─

⌐ ∂≡⁸ ─ ╩ ╡≈≈⁸ פֿ ≤ ⇔≡⁸

┼─ ⁸ ⌐ ∆╢ ⌂ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

┘ │⁸ ─ ─ ⌐ ╘╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⁸ │ ⌐╟╡⁸

─ ⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂ ╩ ∂╢╙─≤

∆╢⁹
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│⁸ ─ ┘ ⌐≈™≡ ╘╢╙─≢№╢⁹

⌐⅔↑╢ │⁸ ─ ╩ ≤⇔⁸ ─ ╩

≤⇔≈≈⁸ ⁸ ⁸ ┼─ ╩ ⇔√ ╩ ⌂

⌐ ⇔≈≈ ⅛≈ ⌐ ℮⁹

⌐ ⅎ√ ─

─

│⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ⅜ ≢№╢↓≤⅛╠⁸№╠⅛∂╘ ╘√

╩ ≤⇔≡⁸ ⌐ ∂√ ╩∆╢≤≤╙⌐⁸ ≤ ─ ╩

⇔⁸ ⌐ ∆╢ ⁸ ⁸ ה ⌐≈™≡ ╩ ╡⁸

⅛≈ ⌂ ╩ ℮⁹

─

│⁸ ┘ ≤ ⇔⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ⇔⁸

ⅎ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

╕√⁸ ⌐ √╢ ⁸ ⌐≈™≡⁸ ─ ⅜ ↕╣╢

⌐│⁸ ⌐ ↄ╩ ⇔ ⌐ ⅜ ∂╢ ⁸ ╕⇔™ ⅜≢⅝⌂™

⅜№╢↓≤⌐ ⇔≈≈⁸ ה ─ ╩ ℮╟℮ ⌐№╠⅛∂

╘ ╘╢≤≤╙⌐⁸ ⅛╠─ ╩ ⌐ ∆╢↓≤╙ ╘≡⅔ↄ╙─≤∆╢⁹

⸗♬♃ꜞfi◓ ─

│⁸ ┘ ≤ ⇔⁸ ⌐╟╢ ─ ⁸ ╛ ─

┘ ─ ⌐ ⅎ≡⁸ ╛ ─ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹

╩ ⇔√

│⁸ ╩ ⇔√ ╩ ™⁸ ─ ≤ ╩ ╕ⅎ≡

↔≤─ ─ ⇔╩ ℮╙─≤∆╢⁹

⁸ ─ ─

⁸ ─

≤ ≤─ ╩ ⇔√ ה ─ ⌂ ⅎ

⅜ ⇔√ ⌐⅔™≡│ ─ ╩ ≤⇔⁸ ⌐╟╢ ┼─

⌂ꜞ☻◒⅜ ╘≡ ™ ⌐│⁸ ⌐ ∆╢ ╩≤╡⁸

⌐ ∆╢ ⅜ ↕╣√ ⌐⁸ ⌐ ∆╢ ╩≤╢↓≤╩

≤∆╢⁹

⌐│⁸ ⅜ ≤⌂∫√ ≢№∫≡╙⁸ ה ⌐╟╡ ⅛╠
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⅜ ↕╣⁸ ∆╢↓≤≢ ⌐ ⅜ ┬╟℮⌂ ⌐│⁸ ⌐ ∑∏⁸

⅜ ↕╣╢╕≢│ ╩ ∆╢⁹∕─ ⁸ ─ ⌐╟╡ ─

⅜≢⅝√ │ ╩ ∆╢⁹

≢─ ─

⌐│⁸ ⁸ ⌐ ╩ ∆╢⌂≥⁸ ─ ⅜ ∆↓≤

⅜ ↕╣╢√╘⁸ │⁸ ≤ ⇔≡⁸ ⌐≈™≡ ⌂ ╩ ℮╙─

≤∆╢⁹

╕√⁸ ⅜⁸ ─ ⅛╠⁸ ╩ ⇔≡™╢ ≢⁸ ╩

≤∆╢ ─ ⅜ ≤⌂∫√ ⌐│⁸ ─ ⅛╠⁸

─ ⌐ ⇔⁸ ─ ─ ≢ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹∕─ ⌐│⁸ ┘

≤ ⌂ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

⌐ ∂√ ⁸ ─

⁸ ─ │⁸ ╩ ≤⇔√℮ⅎ≢⁸ ⌐

⅔↑╢ ╛ ─ ⌐ ∂≡⁸ ⁸ ╩ ∆╢╙─≤∆

╢⁹

⌐╟╡ ⅜≢⅝⌂™ ─ ⅎ

▪ ≤─ ─

⌐╟╡ ─ ⁸ ← ─ ⌐╟╡ ⌐╟╢ ⅜ ⌂

⌐│⁸◖fi◒ꜞכ♩ ⁸ ─ ─

⌐≡⁸╕∏│ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹∕─ ≢⁸ ⌐⁸ ─ ⌐

≢⅝⌂™ ⌐│⁸ ⌐╟╢ ⅜⌂™ ╩⁸ ╩ ╘ ⇔⁸

↕∑╢⌂≥⁸ ⌐ ∂ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹

⌂⅔⁸ ┘ ⌐№√∫≡│⁸ ─ ⁸ ─ ⌐╙

⇔⁸ ─ ⁸ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

▬ ≤─ ─

─ ⌐╟╡ ⅜ ↕╣≡™╢ ⌐│⁸ ⌐╟╢ ┼

─ꜞ☻◒╩ ∆╢√╘⁸ ─ ⅜ ≢⅝╢ ⌐ ∆╢

╙─≤∆╢⁹

∕─ ⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⅜ ↕╣√ ⌐⁸ ─

╛ ╩ ╕ⅎ≈≈⁸ ─ ┼─ ╛

╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

► ≤─ ─

⌐╟╡ ┼─ꜞ☻◒⅜ ╘≡ ™ ⌐│⁸ ─ ⅜ ≢⅝

╢ ≢ ∆╢╙─≤⇔⁸ ⌐ ∆╢ ╟╡╙ ⌐

∆╢ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

∕─ ⁸ ─ ⌐╟╡ ⌐ ∆╢ ⅜ ↕╣√ ⌐⁸ ─
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╛ ╩ ╕ⅎ≈≈⁸ ─ ┼─ ╛ ╩

∆╢╙─≤∆╢⁹

─

─

│⁸ ─ ⌐№√∫≡│⁸ ┘ ≤ ⇔⁸ ─

⁸Ⱪ꜡♇◒ ─ ╛ ─ ⌐╟╢ ─ ⌐≈™≡⁸

∆╢╟℮⁸ ⁸ ⁸ ┘ ┼─ ─ ⌐ ╘╢

╙─≤∆╢⁹

─

│⁸ ┘ ─ ⌐ ⇔≡│⁸ ⁸ ⁸

┘ ─ ╩ ⌂⅜╠ ℮╙─≤∆╢⁹

─

│⁸ ⌐ ─ ⅜ ↕╣╢≤⅝│⁸∕─ ╩ ⌐ ∆

╢╙─≤∆╢⁹

⌐≈™≡│⁸№╠⅛∂╘ ⇔√ ╩ ╢↓≤≤∆╢⅜⁸ ─

⌐ ∂≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─ ⌐╟╢ ─

│⁸ ┘∕─ ≤ ⇔⁸ ה ─ ⌐╟╢ ─

⁸ ─ ⁸ Ɑ♇♩ ─√╘─☻Ɑכ☻─ ⌐≈™≡ ╩

∆╢⁹

⌐⅔↑╢

│⁸ ≤ ⇔⁸ ⌐⅔™≡ ╩ ⌐ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─

│⁸ ≤ ⇔⁸ ─√╘⁸ ⅜ ⁸ ⁸ ⁸ │ ⌐ ⅜

⌂ↄ≡╙ ⌐╦√╡ ╠─ ⌐ ≢⅝⌂™ ≢⁸ ─ ≢│ ╩ ╢

↓≤⅜≢⅝⌂™ ╩ ↑ ╣╢ ╩ ∆╢⁹

⌐⅔↑╢ ─ ה

│⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ╩ ⌐⁸ ⇔ ∫√ ⌐ ∆╢

╩ ⇔≡ ∆╢╙─≤⇔⁸ ⅜ ⌐ ⅎ╢╟℮⁸№╠⅛∂╘ ─

╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ⌐ ⅜ ∆╢ ⌐ ⅎ⁸ ─ ה ╩

∆╢⁹

⌂⅔⁸ ⅜ ⌐╟╢ ⌐⁸ ─ ⌐╟╡∕─ ⅜ ≤⌂∫

√ ⌐│⁸ ─ ╩ ≤∆╢ ⅛╠⁸∕─ ⌐⅔↑╢ ╩



88

⇔≈≈⁸ ─ ⅜ ≢⅝╢ ╛№╠⅛∂╘ ╘╠╣≡™╢ ┼ ╛⅛⌐

⇔ ∆╢↓≤≤∆╢⁹

─

─

│⁸ ─ ─ ╛ ⌐╟╢ ─ ⅜ ↕╣╢≤⅝│⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ≤ ⇔⁸

─ ⌐≈™≡ ⌐ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂≡ ─ ⁸

─ ⁸ ╩ ℮⁹

─

│⁸ ⁸ ┘∕─ ≤ ⇔⁸ ─ ⌐

ⅎ≡ ⌐ ≢⅝╢╟℮⁸ ╩ ה ↕∑╢⌂≥─ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

─

│⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ╛Ⱬꜞ◖ⱪ♃כ ╙ ╘√ ─

╩ ℮╙─≤∆╢⁹

ה ⁸ ┘

│⁸ ⁸ ⁸ ≤ ⇔⁸ ─ ה ⁸ ⌐╟╡⁸

╛ ⅜ ∆╢ │⁸ ⌂ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂≡ ⌐

⇔ ─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

┘ ─ │⁸ ╩ ≤⇔≡ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

∕─ ⁸ ╛ ⅜ ℮ ≤ ⌐ ∆╢⁹

╕√⁸ ┘ │⁸ ⌐ ∂≡⁸ ⱶכ♅ ─

╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

ꜜ►

─ ╛ ─ ╩ ⇔⁸ ꜜ► ─ ╩ ∆

╢⁹

┼─ ⌂

─ ⌂

│⁸ ┘ ≤ ⇔⁸ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐ ⅜⌂

™ ≢╙⁸∕─ ╩ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─

│⁸ ⁸ ⁸ ▪ⱪꜞ⁸ⱱכⱶⱭכ♁⁸☺כ◦ꜗꜟⱷ♦▫

▪ ⁸ ⱷכꜟ≤™∫√ ∕╣∙╣─ ⅔╟┘ ╩
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⇔⁸ ⌐ ─ ─ ⅜ ↕╣╢≤⅝│⁸ ⌐ ∂≡

╩ ⇔⁸ ⌐ ⅜ ≢⅝╢╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹

⌂

│⁸ ─ ⅜ ⌐ ┬≤⅝⌐│⁸ ⌐ ∂≡⁸ ─ ⌐≈™≡⁸

⁸ ⁸ ⌐ ╛⅛⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹
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⌐⅔↑╢

◖꜡♫►▬ꜟ☻─╟℮⌂ ─ │↓╣╩ ⅎ╢╟℮⌂ ─ ⌐

⅔↑╢ ⌐≈™≡│⁸ ─ ┌ↄ⌐╟╢ꜞ☻◒≤►▬ꜟ☻─ ⌐╟╢

ꜞ☻◒─ ⅛╠⁸ ─ ה ╩ ╢↓≤╩ ≤∆╢⁹↓─√╘⁸ ─

╩ ≤⇔≈≈⁸ ≤Ɽfi♦Ⱶ♇◒⅜ ⌂∫√ ─ ╩ ⇔⁸∕

─ ╩ ⇔≡⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

⌂⅔⁸ │►▬ꜟ☻─ ⁸ ⌐╟╡ ⅜ ⌂╢↓≤⅛╠⁸ ⌐╟╢

─ ה ╛ ─ ⌂≥⌐ ≠⅝⁸ ┘ ≤ ⇔⁸

⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹

≢─ ⌐⅔↑╢ ─ ⌂ ⅎ

─ ≤ ⌐⅔↑╢ ─ ─ ┘⌐ ┘ ─

⌐ ⇔≡ ∆╢↓≤╩ ≤⇔⁸₈ ₉≤₈ ₉╩

⌂ ╡ ↕∑⁸ ה ╩ ⇔√ ≢⁸ ╛ ─

╩ ℮╙─≤∆╢⁹

⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ⇔≡│⁸ ─ ─√╘⁸ ה◒☻ꜞ

●Ᵽ♫fi☻≤⇔≡ ─ ⁸ ≤─ ⁸ ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩

∆╢╙─≤∆╢⁹

ⅎ

─ ╩ ≤⇔⁸ ≤ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹↓

─ ⁸ ─ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹

╛ ─ ™─№╢ ╙ ╘⁸ ה ╩ ⇔√ ≢⁸

╛ ─ ╩ ℮╙─≤∆╢⁹

⌐ ∫√ │⁸ ⌐╟╢ ┌ↄ╩ ↑╢ ⅜№╢ ⁸

╩ ╦⌂™↓≤╩ ≤∆╢⁹√∞⇔⁸ ─ ⅛╠⁸ ─

⌐ ⇔≈≈⁸ ⌐ ⁸ ╩ ⌐∆╢ ─ ╩ ℮╟℮⌐ ╘

╢╙─≤∆╢⁹

⌐╟╡ ≢ ╩∆╢ ⌐│⁸ ╩ ↑⁸ ⇔≡

∆╢↓≤≤⇔⁸↓╣⅜ ⌂ │⁸№╠⅛∂╘ ╩⇔≡™╢ ─

┼ ∆╢╙─≤∆╢⁹

─ ┼ ∆╢ │⁸ ה ה ₈ ≈─ ₉≤™℮⁹

╩ ↑≡ ∆╢↓≤≤∆╢⅜⁸ ─ ╩ ≤∆╢ │⁸ ⌐

╩ ⅎ╢↓≤╙ ∆╢╙─≤∆╢⁹
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─ │⁸ ─ ⅛╠ ℮ ─ ⌐ ∆╢

√╘⁸ ┘ ┼─ ╩ ⌐ ℮╙─≤∆╢⁹

─ ⌐⅔™≡│⁸♪ꜝ▬Ⱪ☻ꜟכ ⌂≥ ⁸

─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

⌐⅔↑╢ │⁸ ⌐ ─ ≤ ─ ≤

≢ ─ ⅎ ⌐ ≠⅝⁸ ⇔≡ ╡ ╗╙─≤∆╢⁹

⌐⅔↑╢ ─

⌐⅔™≡⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ─ ╙ ⇔

⌐≈™≡ ⇔⁸ ⌐⅔™≡ ⇔≡⅔ↄ╙─≤∆╢⁹

╕√⁸ⱴ☻◒─ ⁸ ─ ╛ ⁸ ╡─ ⌐≈™

≡⁸ ≤⌂╢ ╩╙∫≡⁸ ≢ ─ ∂⌂™╟℮ ∆╢╙─≤∆╢⁹

↕╠⌐⁸ ─ ⅜ ╣╢ ⌐│⁸ ╩ ⌐ ∆╢╙─≤∆

╢⁹

⌐⅔↑╢ ꜜ► ─

≢─ ꜜ► ─ ⌐ √∫≡│⁸ ─√╘⁸ ה

⌂ ≤⇔≡⁸ ┘₈ ꜜ► ─ ה ⌐ √∫≡₉

─ ≢⁸ ─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹

ꜜ► ─ ה ╩ ⇔⁸ │ ─ ⁸ ⁸

⁸ ┘ ─ ⌐ ∆╢╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹

─ ⅛╠⁸ ꜜ► ─ ⌐ ╢ ╩ ≢ ℮ ⌐

│⁸ⱴ☻◒─ ⁸ ⁸ ─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹
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１．沸騰水型軽水炉に係る原子炉の運転等のための施設（当該施設が炉規法第４３条の３の６第１項第４号の基準に適合
しない場合又は原子炉容器内に照射済燃料集合体が存在しない場合を除く。）

※島根原子力発電所２号炉（新規制基準適合性審査に基づく認可を受けて稼働した後）に適用
警戒事態を判断するＥＡＬ 緊急事態区分における措置の概要

① 原子炉の運転中に原子炉保護回路の１チャンネルから原子炉停止信号が発信され、その状態が一定時間継
続された場合において、当該原子炉停止信号が発信された原因を特定できないこと、又は原子炉の非常停
止が必要な場合において、原子炉制御室からの制御棒の挿入操作により原子炉を停止することができない
こと、若しくは停止したことを確認することができないこと。

② 原子炉の運転中に保安規定（炉規法第４３条の３の２４に規定する保安規定をいう。）で定められた数値
を超える原子炉冷却材の漏えいが起こり、定められた時間内に定められた措置を実施できないこと、又は
原子炉の運転中に非常用炉心冷却装置の作動を必要とする原子炉冷却材の漏えいが発生すること。

③ 原子炉の運転中に当該原子炉への全ての給水機能が喪失すること。
④ 原子炉の運転中に主復水器による当該原子炉から熱を除去する機能が喪失した場合において、当該原子炉

から残留熱を除去する機能の一部が喪失すること。
⑤ 非常用交流母線が一となった場合において当該非常用交流母線に電気を供給する電源が一となる状態が

１５分間以上継続すること、全ての非常用交流母線からの電気の供給が停止すること、又は外部電源喪失
が３時間以上継続すること。

⑥ 原子炉の停止中に当該原子炉容器内の水位が水位低設定値まで低下すること。
⑦ 使用済燃料貯蔵槽の水位が一定の水位まで低下すること。
⑧ 原子炉制御室及び原子炉制御室外操作盤室（実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則

（平成２５年原子力規制委員会規則第６号）第３８条第４項及び研究開発段階発電用原子炉及びその附属施
設の技術基準に関する規則（平成２５年原子力規制委員会規則第１０号）第３７条第４項に規定する装置が
施設された室をいう。以下同じ。）からの原子炉の運転や制御に影響を及ぼす可能性が生じること。

⑨ 原子力事業所内の通信のための設備又は原子力事業所内と原子力事業所外との通信のための設備の一部
の機能が喪失すること。

⑩ 重要区域（原子力災害対策特別措置法に基づき原子力事業者が作成すべき原子力事業者防災業務計画等に
関する命令（平成２４年文部科学省・経済産業省令第４号）第２条第２項第８号に規定する重要区域をい
う。）において、火災又は溢水が発生し、同号に規定する安全上重要な構築物、系統又は機器（以下「安
全機器等」という。）の機能の一部が喪失するおそれがあること。

⑪ 燃料被覆管障壁もしくは原子炉冷却系障壁が喪失するおそれがあること、又は、燃料被覆管障壁もしくは
原子炉冷却系障壁が喪失すること。

体制構築や情報収集を行い、住民
防護のための準備を開始する。

別表２ 島根原子力発電所に係る各緊急事態区分を判断するＥＡＬ
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⑫ 当該原子力事業所所在市町村において、震度６弱以上の地震が発生した場合。
⑬ 当該原子力事業所所在市町村沿岸を含む津波予報区において、大津波警報が発令された場合。
⑭ 国のオンサイト統括が警戒を必要と認める当該原子炉施設の重要な故障等が発生した場合。
⑮ 当該原子炉施設において新規制基準で定める設計基準を超える外部事象が発生した場合（竜巻、洪水、台

風、火山等）。
⑯ その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあることを認知した場合な

ど原子力規制委員会委員長又は委員長代行が警戒本部の設置が必要と判断した場合。

施設敷地緊急事態を判断するＥＡＬ 緊急事態区分における措置の概
要

① 原子炉の運転中に非常用炉心冷却装置の作動を必要とする原子炉冷却材の漏えいが発生した場合におい
て、非常用炉心冷却装置及び原子炉隔離時冷却系に係る装置並びにこれらと同等の機能を有する設備（以
下「非常用炉心冷却装置等」という。）のうち当該原子炉へ高圧又は低圧で注水するもののいずれかによ
る注水が直ちにできないこと。

② 原子炉の運転中に当該原子炉への全ての給水機能が喪失した場合において、非常用炉心冷却装置等のうち
当該原子炉へ高圧で注水するものによる注水が直ちにできないこと。

③ 原子炉の運転中に主復水器により当該原子炉から熱を除去できない場合において、残留熱除去系装置等に
より当該原子炉から残留熱を直ちに除去できないこと。

④ 全ての非常用交流母線からの電気の供給が停止し、かつ、その状態が３０分間以上継続すること。
⑤ 非常用直流母線が一となった場合において、当該直流母線に電気を供給する電源が一となる状態が５分間以上継

続すること。
⑥ 原子炉の停止中に原子炉容器内の水位が非常用炉心冷却装置（当該原子炉へ低圧で注水するものに限る。）

が作動する水位まで低下した場合において、全ての非常用炉心冷却装置による注水ができないこと。
⑦ 使用済燃料貯蔵槽の水位を維持できないこと又は当該貯蔵槽の水位を維持できていないおそれがある場合

において、当該貯蔵槽の水位を測定できないこと。
⑧ 原子炉制御室及び原子炉制御室外操作盤室の環境が悪化し、原子炉の制御に支障が生じること、又は原子

炉若しくは使用済燃料貯蔵槽に異常が発生した場合において、原子炉制御室に設置する原子炉施設の状態
を表示する装置若しくは原子炉施設の異常を表示する警報装置の機能の一部が喪失すること。

⑨ 原子力事業所内の通信のための設備又は原子力事業所内と原子力事業所外との通信のための設備の全ての
機能が喪失すること。

⑩ 火災又は溢水が発生し、安全機器等の機能の一部が喪失すること。
⑪ 原子炉格納容器内の圧力又は温度の上昇率が一定時間にわたって通常の運転及び停止中において想定され

る上昇率を超えること。
⑫ 原子炉の炉心（以下単に「炉心」という。）の損傷が発生していない場合において、炉心の損傷を防止す

るために原子炉格納容器圧力逃がし装置を使用すること。

ＰＡＺ内の住民等の避難準備、及
び早期に実施が必要な住民避難
等の防護措置を行う。
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⑬ 燃料被覆管の障壁が喪失した場合において原子炉冷却系の障壁が喪失するおそれがあること、燃料被覆管
の障壁及び原子炉冷却系の障壁が喪失するおそれがあること、又は燃料被覆管の障壁若しくは原子炉冷却
系の障壁が喪失するおそれがある場合において原子炉格納容器の障壁が喪失すること。

⑭ 原子力事業所の区域の境界付近等において原災法第１０条に基づく通報の判断基準として政令等で定める
基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事業所外運搬に係る場合を除く。）。

⑮ その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあること等放射性物質又は放
射線が原子力事業所外へ放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事業所周辺において、緊急事態
に備えた防護措置の準備及び防護措置の一部の実施を開始する必要がある事象が発生すること。
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２．実用発電用原子炉（東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設のうち、１号炉、２号炉、３号炉及び
４号炉を除く）に係る原子炉の運転等のための施設（炉規法第４３条の３の６第１項第４号の基準に適合しな
いものに限る。）であって、使用済燃料貯蔵槽内にのみ照射済燃料集合体が存在する施設であって照射済燃料集
合体が十分な期間にわたり冷却されたものとして原子力規制委員会が定めたもの及び使用済燃料貯蔵槽内に照
射済燃料集合体が存在しない施設以外のもの

※島根原子力発電所２号炉（新規制基準適合性審査に基づく認可を受けて稼働する前）に適用
警戒事態を判断するＥＡＬ 緊急事態区分における措置の概要

① 使用済燃料貯蔵槽の水位を維持できないこと、又は当該貯蔵槽の水位を一定時間以上測定できないこと。
② 当該原子力事業所所在市町村において、震度６弱以上の地震が発生した場合。
③ 当該原子力事業所所在市町村沿岸を含む津波予報区において、大津波警報が発令された場合。
④ 国のオンサイト統括が警戒を必要と認める当該原子炉施設の重要な故障等が発生した場合。
⑤ その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあることを認知した場合な

ど、原子力規制委員会委員長又は委員長代行が警戒本部の設置が必要と判断した場合。

体制構築や情報収集を行い、住民
防護のための準備を開始する。

施設敷地緊急事態を判断するＥＡＬ 緊急事態区分における措置の概要
① 使用済燃料貯蔵槽の水位が照射済燃料集合体の頂部から上方２メートルの水位まで低下すること。
② 原子力事業所の区域の境界付近等において原災法第１０条に基づく通報の判断基準として政令等で定める

基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事業所外運搬に係る場合を除く。）。
③ その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあること等放射性物質又は放

射線が原子力事業所外へ放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事業所周辺において、緊急事態
に備えた防護措置の準備及び防護措置の一部の実施を開始する必要がある事象が発生すること。

ＰＡＺ内の住民等の避難準備、及
び早期に実施が必要な住民避難
等の防護措置を行う。

全面緊急事態を判断するＥＡＬ 緊急事態区分における措置の概要
① 使用済燃料貯蔵槽の水位が照射済燃料集合体の頂部の水位まで低下すること。
② 原子力事業所の区域の境界付近等において原災法第１５条に基づく緊急事態宣言の判断基準として政令

等で定める基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事業所外運搬に係る場合を除く。）。
③ その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあること等放射性物質又は

放射線が異常な水準で原子力事業所外へ放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事業所周辺の住
民の避難を開始する必要がある事象が発生すること。

ＰＡＺ内の住民避難等の防護措
置を行うとともに、ＵＰＺ及び必
要に応じてそれ以遠の周辺地域
において、放射性物質放出後の防
護措置実施に備えた準備を開始
する。放射性物質放出後は、計測
される空間放射線量率などに基
づく防護措置を実施する。
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３．原子炉の運転等のための施設

※島根原子力発電所１号炉

（原子力災害対策指針における各緊急事態区分を判断するＥＡＬの枠組み１．～８．までに掲げるものを除く）

警戒事態を判断するＥＡＬ 緊急事態区分における措置の
概要

① 当該原子力事業所所在市町村（三朝町含む。）において、震度６弱以上の地震が発生した場合。
② 当該原子力事業所所在市町村沿岸を含む津波予報区において、大津波警報が発表された場合。
③ 国のオンサイト総括が警戒を必要と認める当該原子炉の運転等のための施設の重要な故障等が発生した場

合。
④ その他原子炉の運転等のための施設以外に起因する事象が原子炉の運転等のための施設に影響を及ぼすおそ

れがあることを認知した場合など、原子力規制委員会委員長又は委員長代行が警戒本部の設置が必要と判断し
た場合。

体制構築や情報収集を行い、
住民防護のための準備を開始
する。

施設敷地緊急事態を判断するＥＡＬ 緊急事態区分における措置の
概要

① 原子力事業所の区域の境界付近等において原災法第１０条に基づく通報の判断基準として政令等で定める基準
以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事業所外運搬に係る場合を除く。）。

② その他原子炉の運転等のための施設以外に起因する事象が原子炉の運転等のための施設に影響を及ぼすおそれ
があること等放射性物質又は放射線が原子力事業所外へ放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事業
所周辺において、緊急事態に備えた防護措置の準備及び防護措置の一部の実施を開始する必要がある事象が発
生すること。

ＰＡＺ内の住民等の避難準
備、及び早期に実施が必要な
住民避難等の防護措置を行
う。ＵＰＺのみが設定される
場合は、ＵＰＺ内の住民等の
屋内退避準備等の防護措置を
行う。
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全面緊急事態を判断するＥＡＬ 緊急事態区分における措置の
概要

① 原子力事業所の区域の境界付近等において原災法第１５条に基づく緊急事態宣言の判断基準として政令等で
定める基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事業所外運搬に係る場合を除く。）。

② その他原子炉の運転等のための施設以外に起因する事象が原子炉の運転等のための施設に影響を及ぼすこと
等放射性物質又は放射線が異常な水準で原子力事業所外へ放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事
業所周辺の住民の避難又は屋内退避を開始する必要がある事象が発生すること。

ＰＡＺ内の住民避難等の防護
措置を行うとともに、ＵＰＺ
及び必要に応じてそれ以遠の
周辺地域において、放射性物
質放出後の防護措置実施に備
えた準備を開始する。放射性
物質放出後は、計測される空
間放射線量率などに基づく防
護措置を実施する。
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※１「初期設定値」とは緊急事態当初に用いるＯＩＬの値であり、地上沈着した放射性核種組成が明確になった時点で必要な場合にはＯＩＬの初期設定値

基準の種類 基準の概要 初期設定値※１ 防護措置の概要

緊
急
防
護
措
置

ＯＩＬ１ 地表面からの放射線、再浮遊した放射

性物質の吸入、不注意な経口摂取によ

る被ばく影響を防止するため、住民等

を数時間内に避難や屋内退避等させ

るための基準

500μSv/h
（地上１mで計測した場合の空間放射線量率※２）

数時間内を目途に区域を特定

し、避難等を実施。(移動が困難
な者の一時屋内退避を含む）

ＯＩＬ４ 不注意な経口摂取、皮膚汚染からの外

部被ばくを防止するため、除染を講じ

るための基準

β線：40,000 cpm※３

（皮膚から数 cmでの検出器の計数率）
避難又は一時移転の基準に基づ

いて避難等した避難者等に避難

退域時検査を実施して、 基準を

超える際は迅速に簡易除染等を

実施。

β線：13,000cpm※４【１ヶ月後の値】

（皮膚から数 cmでの検出器の計数率）

早
期
防
護
措
置

ＯＩＬ２ 地表面からの放射線、再浮遊した放射

性物質の吸入、不注意な経口摂取によ

る被ばく影響を防止するため、地域生

産物※5の摂取を制限するとともに、住

民等を1週間程度内に一時移転させる
ための基準

20μSv/h
（地上１mで計測した場合の空間放射線量率※２）

１日内を目途に区域を特定し、

地域生産物の摂取を制限すると

ともに１週間程度内に一時移転

を実施。

飲
食
物
摂
取
制
限
※
９

飲食物に係る

スクリーニング

基準

ＯＩＬ６による飲食物の摂取制限を

判断する準備として、飲食物中の放射

性核種濃度測定を実施すべき地域を

特定する際の基準
0.5μSv/h※6

（地上１mで計測した場合の空間放射線量率※２）

数日内を目途に飲食物中の放射

性核種濃度を測定すべき区域を

特定。

ＯＩＬ６ 経口摂取による被ばく影響を防止す

るため、飲食物の摂取を制限する際の

基準

核種※7 飲料水

牛乳・乳製品

野菜類、穀類、肉、卵、

魚、その他

１週間内を目途に飲食物中の放

射性核種濃度の測定と分析を行

い、基準を超えるものにつき摂

取制限を迅速に実施。

放射性ヨウ素 300Bq/kg 2,000Bq/kg※8

放射性セシウム 200Bq/kg 500Bq/kg

プルトニウム及び超ウラ

ン元素のアルファ核種
1Bq/kg 10Bq/kg

ウラン 20Bq/kg 100Bq/kg

別表３ ＯＩＬと防護措置について
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